



教育研究交流委員会 金 子 典 代、山 口 孝 子、伊 藤 裕 子、
嶌 田 理 佳、香 月 富士 日、市 川 誠 一
ハル リム大学医学部看護学科と本学部学生間交流プログラムは3年 目を迎えた。本年度は本学部生4名 が9月
2日 か ら9月8日 にかけて、春川市内のハル リム大学にて講 義や演習への参加、ハルリム大学看護学科生との
交流、春川市内の付属病院の見学、 ソウル市内の付属病院の見学を行った。本学教員3名 も同 行 し教員間研究
交流を行 った。また1月 にはハル リム大学の国際交流プログラム担当であるDong Soo Shin先 生、HyunJung 
Kim先 生を招聘 し、セ ミナーの開催、附属病院の見学、留学生用宿舎の見学、来年度のハル リム大学看護学科
生の受け入れのプログラム調整、教員間の交流を行った。
Iハ ル リム大学医学部看護学科 との国際交流 の
実績
平成24年 に初めて本学学生4名 がハル リム大学を訪問





典代、山口孝子)、 学部の教員(伊 藤裕子)も プログラ
ムに参加 した。












III本 年度 のハル リム大学留学 プログラム の
1)参 加学生の選出、渡航までの準備
平成25年 度末より学生に広報を行った。公開説明会を










中部国際空港に集合 し、予定通 り金浦空港に到着 した。
ハル リム大学ボランティア学生の案内のもと春川市にバ








病棟、ICUを 見学を行 い、5日 間のプログラムを無事
に終了 した。9月1日 ～4日 までは金子委員の同行があ
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び は資 料2に 記 す 。
プ ロ グ ラ ムの 長 さ につ い て も全 員 が ち ょう ど よい との
回 答 で あ った 。 時 期 につ い て は、 韓 国 ハ ル リム大 学 側 は
新 学 期 第1週 で あ った た め 、 次 回 は も う少 し遅 め て ほ し







5)ハ ル リム 大 学 よ り教 員 の 招聘 、 平 成27年 度 の 予 定 の
調 整
平 成27年1月14日 か ら16日 にか けて 、 平 成26年 度 の 留
学 プ ロ グ ラム の コ ー デ ィ ネ ー タ ー で あ ったHyunJung 

















春 川 市 は、 韓 国 の 北 東 部 、 江 原 道(カ ン ウ ォ ン ド)の 道 庁 所 在 地 で、 人 口約28万 人 、 面 積 は約1,100
k㎡の 都 市 で あ る。 ソ ウル 市 内 よ りIntercity Train Express(ITX)に て約80分 で ア ク セ ス で き る。 韓
国 ドラマ 「冬 の ソナ タ」 の 舞 台 とな った 、 美 しい 湖 畔 の 都 市 と して 知 られ レジ ャ ー産 業 な どが 発 展 して
い る一 方 で 、 韓 国 国 内 で も高 齢 化 率 が 高 い 都 市 で あ る。 韓 国 統 計 庁 に よ る と、 韓 国 国 内 人 口全 体 にお け
る65歳 以 上 の 高 齢 者 が 占め る割 合 は2010年 で11%1)と な って い る。
韓 国 で は、2000年 に は人 口全 体 にお け る高 齢 化 率 が7%を 突 破 し、 急 速 に高 齢 化 社 会 か ら高 齢 社 会 に
達 す る こ とが 予 測 され て い る。 高 齢 社 会 の 急 速 な 進 行 の 背 景 に は、 人 口構 造 の 変 化 、 特 に合 計 特 殊 出 生
率 推 移 の 減 少 も指 摘 され て い る。1970年 の合 計 特 殊 出 生 率 が4.53で あ った の に対 して 、2013年 の 合 計 特
殊 出 生 率 は1.192)ま で減 少 して い る。 春 川 市 は、 韓 国 の 中 で も高 齢 社 会 が 特 に進 ん で い る地 域 と言 わ れ
て お り、 春 川市 の 地 域 医 療 に 奉 仕 し、 三 次 医 療 機 関 の 機 能 遂 行 、 お よび 国 民 の 保 健 向 上 と健 康 増 進 の た
め に 、1984年12月10日 、 ハ ル リム大 学 付 属 春 川 聖 心 病 院 は設 立 され た 。
ハ ル リム大学 付 属 春 川 聖 心 病 院 は、 総 可 動 病 床 数450床 、 病 院 職 員 総 数 は864名 で あ り、2013年 の 患 者
診 療 統 計 は、 年 間 入 院 患 者 数158,027名 、1日 平 均350名 、 年 間 外 来 来 院 数310,593名 、1日 平 均1,200名 、
病 床 稼 働 率80%、 平 均 在 院 日数6.2日 、 死 亡 率2%で あ る。
ハ ル リム大 学 付 属 春 川 聖 心 病 院 の4大 戦 略 は、 ① 診 療 水 準 の 強 化:地 域 社 会 で 最 高 の 診 療 水 準 、 ② 診
療 ク リニ ックの 特 性 化 、 ③ 地 域 社 会 に協 力 す る ネ ッ トワ ー ク、 ④ 顧 客 満 足 を もた らす 格 調 あ るサ ー ビス
を 柱 に地 域 医 療 に貢 献 す る こ とを 目指 して い る。 特 性 化 され た 診 療 ク リニ ック につ いて は、2005年 に脊
椎 セ ンター 、 心 臓 血 管 ク リニ ックを 開 設 し、 現 在 は、 消 化 器 系 癌 患 者 診 療 、 脳 卒 中 セ ンタ ーを 含 め 、 最
新 の 治 療 を 提 供 して い る。 地 域 社 会 の 協 力 ネ ッ トワ ー ク につ い て は、 地 域 の 医 師 会 、 患 友 会 、 奉 仕 会 、
公 共 保 健 施 設 との 遠 隔 治 療 な どの 体 系 化 を 行 い 、 顧 客 支 援 を 実 施 して い る。
<参 考 引 用 文 献>
1)Statistics Korea:2014 Statistics on the aged.
http://kostat.go.kr/portal/english/news/1/23/1/index.board (2014.9.30)











韓国では、看護師は 「信頼できる職業ランキ ング」2位 になるなど、医師よりも信頼されており、そ
の患者からの看護師への信頼感の高さを病院内でも随所に見ることができた。訪問先の病院では、日本
のようにPHSで はな く、スマー トフォンを使用 し院内の連絡や電子カルテを閲覧 し、病室においては、
入り口の名前は一部伏字で表記されるなど個人情報に配慮 している。患者確認においては、日本と同様
にリス トバ ンドや名前を名乗ってもらい確認 し、誤認を防いでいた。韓国での標準的なお産は2泊3日
で、訪問先の病院では、少子化の為お産は1日 ～3日 に1名 程度であ り、手術は1日 に30回～40回 行わ
れている。全ての患者のベ ッドにはフェイススケールが備え られている。
学 生 間 交 流 か ら得 た こ と
学生 交 流 で は、 ハ ル リム大 学 の ボ ラ ンテ ィアの学 生 、 ハ ル リム大 学 学生 会 の メ ンバ ー と英 語 で の コ ミュ
ニ ケ ー シ ョ ンを 楽 しん だ 。 皆 親 切 で 献 身 的 で あ り日韓 の 様 々 な文 化 の 違 いを 知 る こ とが で き た。 学 生 用
食 堂 、 学 生 が 利 用 す る レス トラ ンを 案 内 して も らい、 現 地 の 食 文 化 もよ く知 る こ とが で き た。
研修全体を通 して
現地の人々は親切で、細やかな気遣があった。大学では英語で授業が行われ、多 くのことを学んでお
り、学生の意識が高 くこれか らの語学学習のモチベーションにつながった。病院では個人情報の扱いな
ど日本との感覚の違いに驚 くと共に、他の視点を知ることができ、更に意識を深める¥機 会となった。
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